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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　針を用いてシートを綴じる綴じ処理または針を用いずにシートを綴じる綴じ処理の選択
を含むシート処理の設定を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段が前記シート処理の設定を受け付ける際に、複数のシートの属性のうち、
針を用いて綴じることが可能なシートの属性を識別可能に表示することはせずに、針を用
いずに綴じることが可能なシートの属性を識別可能に表示する表示手段と
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記シートの属性は、シートのサイズを含むことを特徴とする請求項１に記載の情報処
理装置。
【請求項３】
　前記シートの属性は、シートのタイプを含むことを特徴とする請求項１に記載の情報処
理装置。
【請求項４】
　前記表示手段は、針を用いずにシートを綴じる綴じ処理が選択されたことに基づき、針
を用いずに綴じることが可能なシートの属性を識別可能に表示することを特徴とする請求
項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記表示手段は、針を用いずにシートを綴じる綴じ処理が選択される前から、針を用い
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ずに綴じることが可能なシートの属性を識別可能に表示することを特徴とする請求項１乃
至３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　複数のシート収納部を更に備え、
　前記表示手段は、前記複数のシート収納部に収納されている全てのシートが針を用いず
に綴じることが可能なシートである場合は、針を用いずに綴じることが可能なシートの属
性を識別可能に表示することを行わないことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項
に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記受付手段が受け付けた設定に基づき、シート処理を実行するシート処理手段を更に
備えることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　シートに画像を印刷する印刷手段を更に備え、
　前記シート処理手段は、前記印刷手段によって画像が印刷されたシートに対してシート
処理を実行することを特徴とする請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記受付手段が受け付けた設定を含む印刷ジョブを作成する作成手段と、
　前記作成手段が作成した印刷ジョブを印刷装置に送信する送信手段と
　を更に備えることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　針を用いてシートを綴じる綴じ処理または針を用いずにシートを綴じる綴じ処理の選択
を含むシート処理の設定を受け付ける受付工程と、
　前記受付工程で前記シート処理の設定を受け付ける際に、複数のシートの属性のうち、
針を用いて綴じることが可能なシートの属性を識別可能に表示することはせずに、針を用
いずに綴じることが可能なシートの属性を識別可能に表示する表示工程と
　を備えることを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の情報処理装置の制御方法をコンピュータに実行させるためのプログ
ラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シート処理の設定を受け付ける情報処理装置、情報処理装置の制御方法、及
びプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の商業印刷において広く用いられてきたオフセット印刷機に代り、デジタル印刷機
を活用したオンデマンド印刷市場が拡大している。また、前述した商業印刷におけるプロ
ダクション用途デジタル印刷機に限らず、オフィス環境に設置された複合機においても、
プロダクション用途を主目的としたデジタル印刷機から各種機能が取り込まれている。そ
の結果、より汎用的かつ多彩な機能を有する複合機が多目的用途として供される環境が整
いつつある。前述した多彩な機能として、代表的なものの一例として各種フィニッシング
機能が挙げられる。
【０００３】
　フィニッシング機能として、出力物を構成するメディアに穴をあけるパンチ処理、針等
によりメディアの束を物理的に綴じるバインド処理（綴じ処理ともいう）、各種折り処理
などが広く複合機で採用されている。また、バインド処理の特殊な形態として、サドル製
本成果物を作成する際の中綴じ、くるみ製本における糊づけ処理等も、フィニッシング機
能の一種として複合機で利用可能となっている。さらに、前述したサドル製本成果物や、
くるみ製本成果物の端部、すなわち小口、天地を断裁するトリミング処理、または用紙を
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積載する際にシフト排紙する仕分け処理も広義にはフィニッシング処理の一種に分類され
る。これら多彩なフィニッシング機能を実現するフィニッシング装置が複合機に装着可能
なように構成されており、ユーザのニーズ、ユースケースに柔軟に対応している。
【０００４】
　上述したフィニッシング機能は、複合機において一般的に適用可能なものの一例として
示したものであり、実際には上記以外の多彩なフィニッシング機能及び装置も複合機と組
み合わせて利用可能なよう、近年の複合機は構成されている。
【０００５】
　近年、さらに前述したフィニッシング装置に加え、針無綴じという綴じ処理が利用可能
になりつつある。針無綴じとは、前述したバインドの一種である。すなわち、複数枚の出
力物を構成するメディアを束ねる機能の一種である。従来の綴じ処理に相当する針綴じで
は、金属からなる針を用紙に貫通させ、かつ端部を平坦な形状となるように折り曲げるこ
とによって、複数枚のメディアを束ねていた。これに対し、針無綴じは、針綴じで利用し
ていた金属あるいはそれに相応するバインド部材は用いない、という特徴がある。すなわ
ち、針無綴じによるバインドの仕組みは如何に示すとおりである。
【０００６】
　針無綴じにおいては、歯型と呼ばれる凹凸のある部材によって束を構成するメディアに
対し強い圧力を加える。その圧力によってメディア、より一般的には紙の繊維の態様が互
いに接触したメディア同士でその態様が変わり、密着させられることでバインド力を得る
方式である。
【０００７】
　針無綴じでは、その機能の名称が示す通り、針を使用することなく束を作成する事が出
来る。そのため、従来では一般的であった針綴じとは異なり、金属の部材を不要とする点
においていくつかの長所が存在する。
【０００８】
　まず、針を使用しないため、不要となった出力物をそのままシュレッダ等で廃棄可能で
ある、という点である。針綴じの成果物の場合には、針の金属部がシュレッダの断裁部を
損ねるおそれがある為、一般的には針を除去した上でシュレッダで処理することとなって
いる。その際に、針を除去する手番、針を除去した際の金属の破棄等の手番等が必要とな
る。
【０００９】
　さらに、近年では、複合機の利用者の環境に対する認識の変化という重要な要因も存在
する。消耗品を利用しないという針無綴じの省資源特性が、従来の針綴じとの比較におい
て、環境意識の高いユーザおよび顧客に対する直接的な価値として見なされるようになっ
てきているという状況も存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２０１３－０１１１３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　複合機が近年備えるようになってきた針無綴じの仕組み、利便性については、背景技術
において記載した通りである。しかしながら、針無綴じ機能においては主に針綴じとの比
較において、前述したような長所を有する半面、利便性の観点でいくつかの課題が存在す
る。
【００１２】
　第一に、針無綴じは、前述したようにメディア束に圧力を加えてメディア同士を接着す
る方式であるため、針を貫通させてメディアを束ねる針綴じ方式と比較し、接着力が弱い
という点である。換言すれば、接着された形状の用紙束のメディアを開く方向に力を加え
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た際に、剥離もしくは束から離脱する際の力が小さい。
【００１３】
　第二に、針無綴じは、束を構成する仕組み上、メディアの種別による影響が大きい、と
いう点である。ここにおけるメディアの種別とは、例えば坪量、表面性、など紙の性質を
識別するいくつかの物理的な特性の組み合わせとして識別される紙種のことを指す。換言
すれば、針無綴じに好適なメディアとそうでないメディアが存在する。針綴じの場合にも
厚紙など針を貫通させることのできないメディアの種別は存在するが、バインド力を得る
仕組みの違いから、適用可能なメディア種別は針無綴じと比較し圧倒的に多彩である。
【００１４】
　第三に、針無綴じに好適なメディアであった場合であっても、綴じる事の可能な最大枚
数が針綴じとの比較において少ないという点である。適用可能な枚数を超えて針無綴じ処
理を適用した場合、成果物を構成するメディアは離脱しやすいものとなり、ユーザの期待
する効果を得る事が困難となる。
【００１５】
　第四に、針無綴じは、同一種のメディアであり且つ該メディアが針無綴じに好適なもの
であった場合であっても、湿度などのメディア保存環境によってバインド力が影響を受け
る可能性があることである。
【００１６】
　第五に、上述したような針無綴じには、様々な制約事項が存在するにも関わらず、それ
はユーザが容易に認識できるものではないという点である。
【００１７】
　以上述べたように、針無綴じ機能においては、利便性の反面、メリットを享受する、す
なわちユーザにとって有効な成果物を得るためには様々な注意事項が存在する。針無綴じ
に好適なメディアの条件を提供しない状態でユーザに針無綴じの利用を許可した場合、不
適な成果物が得られたとしても、ユーザは何故不適な成果物となったのかについて、理由
を知る事が困難である。また、理由を知る事が困難であるがゆえに如何に回避して適切な
成果物を得るための操作をしたらよいのかを知りうることも困難である。
【００１８】
　本発明は上述したような針を用いずに綴じられたシート束を生成する綴じ処理が選択さ
れる場合における課題に鑑みてなされたものである。すなわち、針を用いずに綴じられた
シート束を生成する綴じ処理が選択される場合に、針を用いずに綴じることが可能なシー
トの属性を示す情報をユーザに対して適切に提供するための技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記の目的を達成するために本発明の情報処理装置は、針を用いてシートを綴じる綴じ
処理または針を用いずにシートを綴じる綴じ処理の選択を含むシート処理の設定を受け付
ける受付手段と、
　前記受付手段が前記シート処理の設定を受け付ける際に、複数のシートの属性のうち、
針を用いて綴じることが可能なシートの属性を識別可能に表示することはせずに、針を用
いずに綴じることが可能なシートの属性を識別可能に表示する表示手段と
　を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の構成によれば、針を用いずに綴じられたシート束を生成する綴じ処理が選択さ
れる場合に、針を用いずに綴じることが可能なシートの属性を示す情報をユーザに対して
適切に提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】システムの構成例を示す図。
【図２】複合機２００のハードウェア構成例を示すブロック図。
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【図３】シート処理装置２５０の内部の断面図。
【図４】歯型の近傍を示す図。
【図５】針無綴じを適用した成果物の形態を示す図。
【図６】ＲＯＭ２０７に格納されているコンピュータプログラムの一例を示す図。
【図７】ＧＵＩの表示例を示す図。
【図８】ＧＵＩの表示例を示す図。
【図９】ＧＵＩの表示例を示す図。
【図１０】ＧＵＩの表示例を示す図。
【図１１】コントローラ部２０５が行う処理のフローチャート。
【図１２】コントローラ部２０５が行う処理のフローチャート。
【図１３】ＧＵＩの表示例を示す図。
【図１４】ＧＵＩの表示例を示す図。
【図１５】コントローラ部２０５が行う処理のフローチャート。
【図１６】ＧＵＩの表示例を示す図。
【図１７】コントローラ部２０５が行う処理のフローチャート。
【図１８】ＧＵＩの表示例を示す図。
【図１９】ＧＵＩの表示例を示す図。
【図２０】ＧＵＩの表示例を示す図。
【図２１】コントローラ部２０５が行う処理のフローチャート。
【図２２】コンピュータ１０１のハードウェア構成例を示すブロック図。
【図２３】ＨＤＤ２２１１に保存されているコンピュータプログラムを示す図。
【図２４】ＧＵＩの表示例を示す図。
【図２５】ＧＵＩの表示例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
以下、添付図面を参照し、本発明の好適な実施形態について説明する。なお、以下説明す
る実施形態は、本発明を具体的に実施した場合の一例を示すもので、特許請求の範囲に記
載した構成の具体的な実施例の１つである。
【００２３】
　［第１の実施形態］
　先ず、本実施形態に係る画像印刷（画像の印刷及び文字の印刷を総称して画像印刷と呼
称している）及び後処理を実施可能なシステムの構成例について、図１を用いて説明する
。図１に示す如く、本実施形態に係るシステムは、コンピュータ１０１と、複合機２００
と、を有し、それぞれはＬＡＮやインターネットなどのネットワーク１００を介して接続
されている。
【００２４】
　なお、以下では、図１に示した構成を例にとり説明するが、以下に説明する処理を実行
可能なシステムの構成は図１に示した構成に限るものではない。例えば、コンピュータ１
０１や複合機２００の数は１台に限るものではないし、複合機２００の構成も、図１に示
した構成に限るものではない。
【００２５】
　先ず、コンピュータ１０１について説明する。コンピュータ１０１は、ＰＣ（パーソナ
ルコンピュータ）や携帯端末装置などの機器であり、ジョブ（シートに画像や文字を印字
させるためのジョブや、該印字に加えて該シートに対して後処理を実行させるためのジョ
ブ）を作成して送信可能な装置である。もちろん、コンピュータ１０１は、複合機２００
に印刷や印刷されたシートに対する後処理を実行させるためのジョブであれば、如何なる
ジョブを作成して送信しても構わない。コンピュータ１０１から送信されたジョブは、ネ
ットワーク１００を介して複合機２００に対して送信される。なお、このジョブには、該
ジョブに対する様々な設定データも含まれている場合もある。
【００２６】
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　次に、複合機２００について説明する。複合機２００は、シートに対する画像印刷や、
画像が印刷されたシートに対する後処理を実行可能な装置である。本実施形態では、複合
機２００は少なくとも、針を使用した綴じ処理、針を使用しない綴じ処理、を後処理とし
て実行可能であるものとする。
【００２７】
　給紙部２２０には、様々な種別（サイズ、材質など）のシートが収容可能であり、給紙
部２２０に収容されているシートは、プリンタ部２０３に搬送され、プリンタ部２０３に
よって画像や文字が印字される。
【００２８】
　プリンタ部２０３は、複合機２００の内部で発生したジョブ若しくはコンピュータ１０
１から受信したジョブに従ってシート上に画像や文字を印刷するものであり、該プリンタ
部２０３には、例えば次のような構成が適用可能である。
【００２９】
　回転多面鏡（ポリゴンミラー等）が、プリンタ部２０３に供給されたジョブ（画像デー
タ）に応じて変調された、例えばレーザ光などの光線を入射させ、反射ミラーを介して反
射走査光として感光ドラムに照射する。感光ドラム上にレーザ光によって形成された潜像
はトナーによって現像され、転写ドラム上に貼り付けられたシートに対してトナー像を転
写する。この一連の画像形成プロセスをイエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）
、ブラック（Ｋ）の各トナーに対して順次実行することによりフルカラー画像が形成され
る。また、４色に加え、特色と呼ぶトナーや、透明トナーなどを転写可能とする構成とし
ても良い。フルカラー画像形成された転写ドラム上のシートは、定着器へ搬送される。定
着器は、ローラやベルトの組み合わせによって構成され、ハロゲンヒータなどの熱源を内
蔵し、トナー像が転写されたシート材上のトナーを、熱と圧力によって溶解、定着させる
。
【００３０】
　スキャナ部２０１は、セットされたシートに記録されている画像や文字などの情報を画
像として読み取り、該読み取った画像のデータをプリンタ部２０３に対して送出するもの
である。
【００３１】
　操作部２０４は、タッチパネル画面とハードキーとを有しており、タッチパネル画面を
介して様々な情報をオペレータに対して提供したり、タッチパネル画面やハードキーを介
してオペレータから様々な情報の入力を受け付けることができる。
【００３２】
　プリンタ部２０３には、後処理を実行可能な後処理装置を接続させることができ、本実
施形態では後処理装置としてシート処理装置２５０を接続する。シート処理装置２５０は
、プリンタ部２０３において画像や文字が印字されたシートに対して各種加工を施して成
果物を得るための装置である。ここでいうところの「加工」には、プリンタ部２０３から
搬送されてきたシートの束の端部を針で閉じる針綴じ処理、プリンタ部２０３から搬送さ
れてきたシートの束の中央部を針で綴じ、針に沿って折り曲げる製本処理が含まれている
。また、この「加工」には、プリンタ部２０３から搬送されてきたシートの束の端部を歯
型で圧力を加えて閉じる針無綴じ処理、プリンタ部２０３から搬送されてきたシートの端
部に穴あけ処理を行うパンチ処理が含まれている。
【００３３】
　シート処理装置２５０には、インサータ２５１が設けられている。インサータ２５１は
、プリンタ部２０３から搬送されるシートに対し、設定に基づき適切なタイミングでイン
サータ２５１にセットされているシートを挿入する。インサータ２５１により、印刷を要
しないシートを印刷済みシートの間に差し込むことが可能となる。
【００３４】
　また、シート処理装置２５０には、出力トレイ２５２が設けられている。出力トレイ２
５２は、シート処理装置２５０によって処理されたシート（出力物）を排出し、積載する
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ためのトレイ部を形成する。
【００３５】
　次に、複合機２００のハードウェア構成例について、図２のブロック図を用いて説明す
る。なお、図２は、複合機２００の動作説明において登場する主要な構成を示したもので
あって、複合機２００の全ての構成を示しているわけではない。また、図２の構成はあく
までも一例であり、複合機２００の構成は図２の構成に限るものではない。
【００３６】
　スキャナ部２０１は、セットされたシートに記録されている情報を画像として読み取り
、該読み取った画像に対して適切な画像処理を施した後、ＨＤＤ（ハードディスクドライ
ブ）２０９に対して送出する。画像処理を施した画像は圧縮展開部２１０によって圧縮し
てからＨＤＤ２０９に保存しても良い。
【００３７】
　操作部２０４は上記の通り、タッチパネル画面やハードキーを有しており、各種の情報
を表示する表示機能と、オペレータからの様々な情報の入力を可能にする情報入力機能と
、を有するものである。
【００３８】
　メディア管理部２１１は、複合機２００が処理可能なシートの種別（シートのサイズや
、坪量、材質等）を管理するものであり、本実施形態では少なくとも、針無しの綴じ処理
に好適なシートに関する情報を管理している。もちろん、後処理の種類毎に、該種類の後
処理に好適なシートに関する情報を管理するようにしても構わない。何れにせよ、後処理
の種別が指定された場合に、該指定された種別の後処理に好適なシートに関する情報が取
得できるのであれば、メディア管理部２１１におけるシートに関する情報の管理形態は特
定の管理形態に限るものではない。また、メディア管理部２１１によるシートの種別の管
理は、ＨＤＤ２０９内で行う。
【００３９】
　圧縮展開部２１０は、コンピュータ１０１から送信されたジョブ中の圧縮画像を展開し
たり、スキャナ部２０１が読み取った画像を圧縮したり等、データの圧縮や展開を行うも
のである。
【００４０】
　外部Ｉ／Ｆ（インターフェース）２０２は、複合機２００を上記のネットワーク１００
に接続するためのインターフェースとして機能するものであり、複合機２００はこの外部
Ｉ／Ｆ２０２を介してコンピュータ１０１との間でデータの送受信を行う。
【００４１】
　シート処理装置２５０は上記の通り、プリンタ部２０３において画像や文字が印刷され
たシートに対する後処理を実行するものであり、本実施形態では上記の通り、後処理には
少なくとも、針を使用した綴じ処理、針を使用しない綴じ処理、が含まれている。
【００４２】
　プリンタ部２０３は上記の通り、複合機２００の内部で発生したジョブ若しくはコンピ
ュータ１０１から受信したジョブに従ってシート上に画像や文字を印刷するものであり、
印刷済みのシートは後段のシート処理装置２５０に対して搬送される。
【００４３】
　ＨＤＤ２０９には、外部Ｉ／Ｆ２０２を介してコンピュータ１０１から受信したジョブ
のデータを保存したり、スキャナ部２０１が読み取った画像（圧縮展開部２１０によって
適宜圧縮されている）を保存したりすることができる。また、ＨＤＤ２０９には、メディ
ア管理部２１１が管理する、シートに関する情報、も保存されている。然るに同様の目的
を達成できるのであれば、他の記憶装置をＨＤＤ２０９に代えて若しくは加えて使用して
も構わない。
【００４４】
　コントローラ部２０５は、ＲＯＭ２０７やＲＡＭ２０８に格納されているコンピュータ
プログラムやデータを用いて処理を実行することで、複合機２００全体の動作制御を行う
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と共に、複合機２００が行うものとして後述する各処理を実行若しくは制御する。
【００４５】
　ＲＯＭ２０７には、複合機２００において変更しない設定データや、複合機２００の起
動プログラム、複合機２００が行うものとして後述する各処理をコントローラ部２０５に
実行若しくは制御させるためのコンピュータプログラムやデータ等が格納されている。Ｒ
ＯＭ２０７に格納されているコンピュータプログラムやデータは、コントローラ部２０５
による制御に従って適宜ＲＡＭ２０８にロードされ、コントローラ部２０５による処理対
象となる。
【００４６】
　ＲＡＭ２０８は、ＨＤＤ２０９からロードされたコンピュータプログラムやデータ、外
部Ｉ／Ｆ２０２を介してコンピュータ１０１から受信したジョブのデータ、を記憶するた
めのエリアを有する。更にＲＡＭ２０８は、コントローラ部２０５が各種の処理を実行す
る際に用いるワークエリアを有する。このようにＲＡＭ２０８は、各種のエリアを適宜提
供することができる。
【００４７】
　このような構成において複合機２００は、例えば、スキャナ部２０１が読み取った画像
をＨＤＤ２０９から読み出して圧縮展開部２１０で展開した後、該画像をプリンタ部２０
３によってシート上に印刷させる、所謂コピー機能を実現させることができる。また、複
合機２００は、外部Ｉ／Ｆ２０２を介してコンピュータ１０１から受信したジョブ中の画
像をプリンタ部２０３によってシート上に印刷させる機能を実現させることもできる。こ
のように、複合機２００は、ＭＦＰタイプの印刷装置（画像形成装置とも呼ぶ）である。
なお、複合機２００は、カラープリント可能な印刷装置でも、モノクロプリント可能な印
刷装置でも、また、何れかを切り替え可能な装置であっても構わない。
【００４８】
　次に、シート処理装置２５０の内部の構成例について、シート処理装置２５０の内部の
断面図を示す図３を用いて説明する。図３に示されるシート処理装置２５０の断面図に記
載される円形状の部材は、シートを搬送する際に用いられるローラである。また、ローラ
間に配置される線形状によって表現される通路は、ローラによって搬送されるシートが通
過する搬送パス（２５７、２５８、２５９、２６０、２６１、２６２、２６３、２６４、
２６５）示している。これらローラおよび搬送パス上をシートが通過するよう制御され、
その際に搬送パス上に配置された各種シート加工処理によってシートの加工処理が行われ
る。
【００４９】
　インサータ２５１は、インサートトレイ２５１ａに設置されたシートをシート処理装置
２５０に供給するためのユニットである。パンチユニット２５６は、シート処理装置２５
０に搬送されたシートの端部に穴あけ処理を行うための装置である。製本ユニット２５５
は、シート処理装置２５０に搬送されたシートを束ね、その中央部に針綴じ処理を施し、
さらに針に沿って中央部で部を構成する束を折り曲げる、製本加工を行うユニットである
。
【００５０】
　針綴じ装置２５４および針無綴じ装置２５３が搬送パス２６３上の後端部に配置されて
おり、搬送パス２６３、針綴じ装置２５４、針無綴じ装置２５３を含むバッファパスユニ
ット２６６が構成される。バッファパスユニット２６６は、針綴じ加工、および針無綴じ
加工を複数枚のシート束に対して適用するために、加工処理対象のシートを必要な枚数分
蓄積する役割を担うユニットである。
【００５１】
　上述したように、バッファパスユニット２６６を構成する針綴じ装置２５４および針無
綴じ装置２５３は、シートの搬送方向に対して後端部に配置されている。図３では、針綴
じ装置２５４および針無綴じ装置２５３は、搬送方向に対して平行な方向に配置されてい
るが、実際には、搬送方向において、図３における手前あるいは奥側に配置する構成を取
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る事もあり得る。これら綴じ処理を担うユニットの配置は、図３においては一例を示した
に過ぎない。
【００５２】
　図３に示した針無綴じ装置２５３による針無綴じ処理をシート束に対して適用する歯型
の近傍を図４に示す。歯型は、図４に示す如く、２つのユニット４０１、４０２から成り
、ユニット４０１及び４０２のそれぞれは、凹部４０３、４０６および凸部４０４、４０
７を有しており、それぞれが相互に噛み合うように配置されている。歯型綴じの適用対象
となるシート束４０５を上下のユニット４０１，４０２で挟み込むような状態で凹凸の噛
み合った部位に強い圧力を加えることによって、挟まれたそれぞれのシート同士にバイン
ド力を生じさせることが出来る。
【００５３】
　針無綴じを適用した成果物の形態を図５に示す。シート束の端部（図５においては左上
に相当する部分）５０１に通り針無綴じ処理が適用されている。図示する線状の形状が図
４における歯型の凹凸によって上下からシート束に圧力を加えられた結果構成される針無
し綴じ適用箇所である。
【００５４】
　次に、ＲＯＭ２０７に格納されているコンピュータプログラムの一例について、図６を
用いて説明する。図６に示したコンピュータプログラムは一例に過ぎず、さらなるコンピ
ュータプログラムがＲＯＭ２０７に格納されているケースも考え得る。もちろん、図６に
示した一のコンピュータプログラムを複数のコンピュータプログラムで構成しても構わな
いし、逆に複数のコンピュータプログラムを一のコンピュータプログラムで構成しても構
わない。
【００５５】
　ブートローダ６０１は、複合機２００の電源投入直後に実行されるコンピュータプログ
ラムである。ブートローダ６０１には、複合機２００の起動時に必要となる各種起動シー
ケンスを実行するためのコンピュータプログラムが含まれる。
【００５６】
　オペレーティングシステム６０２は、複合機２００の機能を実現する各種コンピュータ
プログラムの実行環境を提供することを目的としたコンピュータプログラムである。これ
は、主に複合機２００のメモリ（図２の場合、ＲＯＭ２０７やＲＡＭ２０８、ＨＤＤ２０
９等の資源管理）、および図２に示された各種装置の基本的な入出力制御等の機能を提供
する。
【００５７】
　データ送受信プログラム６０３は、外部Ｉ／Ｆ２０２を介してコンピュータ１０１との
データ通信を行うために実行される制御プログラムである。具体的には、ＴＣＰ／ＩＰ等
のプロトコルスタックを内包し、ネットワーク１００経由でコンピュータ１０１との間で
交わされる各種データの通信を行うための制御プログラムである。ここで行われる通信処
理は、データパケットの送受信レベルやＨＴＴＰサーバ等通信処理に特化した処理であっ
て、この後述べる受信されたデータの内容に関する解析処理は含まれない。データの解析
処理は、後述する別のコンピュータプログラムの実行によってなされる。
【００５８】
　ＪＤＦ機能プログラム６０４は、外部Ｉ／Ｆ２０２を介してコンピュータ１０１からＪ
ＤＦジョブデータ（印刷ジョブデータ）を受信した場合に、該ジョブに基づいてＪＤＦプ
リント機能を実現するために実行されるコンピュータプログラムである。
【００５９】
　コントローラ部２０５がＪＤＦ機能プログラム６０４を実行することによってなされる
ＪＤＦプリント機能においては、本プログラムに記述された処理順序、処理条件に基づい
てコントローラ部２０５によって適切な順序で各デバイスの動作を順次指示する。その結
果として最終的にＪＤＦプリント処理機能が実現される。例えば、シート処理装置２５０
、プリンタ部２０３、ＨＤＤ２０９、圧縮展開部２１０、ＲＡＭ２０８等の動作を順次指
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示することによって、ＪＤＦプリント処理機能が実現される。また、外部Ｉ／Ｆ２０２を
介してコンピュータ１０１から受信したＪＤＦジョブデータの解析処理、解析処理により
ＪＤＦに不正な設定が含まれるか否かの判別処理、不正な設定を解消するための設定変更
処理等を行うコンピュータプログラムも含まれる。
【００６０】
　コピー機能プログラム６０５は、コピー機能を実現させるために操作部２０４に表示す
る画面の表示制御や、オペレータが操作部２０４を操作して入力したコピー機能に係る様
々な指示や情報の管理を行うために実行されるコンピュータプログラムである。
【００６１】
　コントローラ部２０５がコピー機能プログラム６０５を実行することでなされるコピー
機能においては、本プログラムに記述された処理順序、処理条件に基づいてコントローラ
部２０５によって適切な順序で各デバイスの動作を順次指示する。それにより最終的にコ
ピー機能が実現される。例えば、スキャナ部２０１やプリンタ部２０３、シート処理装置
２５０、ＨＤＤ２０９、圧縮展開部２１０、ＲＡＭ２０８等の動作を順次指示することに
よって、コピー機能が実現される。
【００６２】
　スキャン機能プログラム６０６は、オペレータが操作部２０４を操作してスキャン指示
を入力した場合に実行されるコンピュータプログラムで、該指示に従ってコントローラ部
２０５により実行されるスキャン機能を実現する為のコンピュータプログラムである。
【００６３】
　コントローラ部２０５がスキャン機能プログラム６０６を実行することによってなされ
るスキャン機能は次のように実行される。すなわち、スキャナ部２０１、ＨＤＤ２０９、
圧縮展開部２１０、ＲＡＭ２０８等の各デバイスが、複合機２００の資源を本プログラム
に記述された処理順序、処理条件に基づいてコントローラ部２０５によって制御される。
その際に、適切な順序でこれら各デバイスの動作を順次指示することにより最終的にスキ
ャン機能が実現される。
【００６４】
　ＰＤＬプリント機能プログラム６０７は、コンピュータ１０１から送信されたＰＤＬジ
ョブデータ（印刷ジョブデータ）に基づいてＰＤＬプリント機能を実現するために実行さ
れるコンピュータプログラムである。
【００６５】
　コントローラ部２０５がＰＤＬプリント機能プログラム６０７を実行することでなされ
るＰＤＬプリント機能においては、本プログラムに記述された処理順序、処理条件に基づ
いてコントローラ部２０５によって適切な順序で各デバイスの動作を順次指示する。その
結果として最終的にＰＤＬプリント機能が実現される。例えば、シート処理装置２５０、
プリンタ部２０３、ＨＤＤ２０９、圧縮展開部２１０、ＲＡＭ２０８等の動作を順次指示
することによって、ＰＤＬプリント機能が実現される。
【００６６】
　ＢＯＸ機能プログラム６０８は、オペレータが操作部２０４を操作してＢＯＸ機能の実
行を指示した場合に実行されるコンピュータプログラムで、該指示によりコントローラ部
２０５によって実行されるＢＯＸ機能を実現する為のコンピュータプログラムである。
【００６７】
　ＢＯＸ機能においては、本プログラムに記述された処理順序、処理条件に基づいてコン
トローラ部２０５によって適切な順序で各デバイスの動作を順次指示することによりＢＯ
Ｘ機能が実現される。例えば、スキャナ部２０１やプリンタ部２０３、シート処理装置２
５０、ＨＤＤ２０９、圧縮展開部２１０、ＲＡＭ２０８等の動作を順次指示することによ
って、ＢＯＸ機能が実現される。また、本プログラムにより、格納されたジョブデータに
対して、格納時の設定を変更して実行することが可能である。
【００６８】
　ＵＩ制御プログラム６０９は、操作部２０４の制御用プログラムである。ＵＩ制御プロ
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グラム６０９は、オペレータが操作部２０４を操作した場合に、該操作に対応するコンピ
ュータプログラムとプログラム間通信を行ったり、該操作に対応するコンピュータプログ
ラムを起動したりするために実行されるコンピュータプログラムである。
【００６９】
　メディア管理プログラム６１０は、コントローラ部２０５がメディア管理部２１１を制
御するために実行するコンピュータプログラムである。即ち、複合機２００が処理可能な
シートに関する情報（シートのサイズや、坪量、材質等）を管理するために実行されるコ
ンピュータプログラムであり、上記の通り、例えば、針無しの綴じ処理に好適なシートに
関する情報を管理する。本プログラムを実行することで管理するシートに関する情報は、
例えば、ＨＤＤ２０９に保存され、そこで管理される。
【００７０】
　ジョブホールド機能プログラム６１１は、オペレータが操作部２０４を操作してジョブ
ホールドファンクションの実行を指示した場合に実行されるコンピュータプログラムで、
コントローラ部２０５が本プログラムを実行するとジョブホールド機能が実現される。
【００７１】
　ジョブホールド機能においては、本プログラムに記述された処理順序、処理条件に基づ
いてコントローラ部２０５によって適切な順序で各デバイスの動作を順次指示することに
よりジョブホールドによる印刷処理が実行されるように制御される。例えば、プリンタ部
２０３、シート処理装置２５０、ＨＤＤ２０９、圧縮展開部２１０、ＲＡＭ２０８等の動
作を順次指示することによって、ジョブホールド機能が実現される。また、本プログラム
により、格納されたジョブデータに対して、格納時の設定を変更して実行することが可能
である。
【００７２】
　コンピュータ１０１から複合機２００のジョブホールド機能に対して印刷ジョブデータ
を格納する際、ＰＤＬプリント機能プログラム６０７又はＪＤＦ機能プログラム６０４等
がジョブデータの印刷処理する代わりにジョブホールド機能に対する格納を指示する。
【００７３】
　これらＰＤＬプリント機能プログラム６０７又はＪＤＦ機能プログラム６０４によって
、印刷指示をするか、ジョブホールド機能への格納処理をするかは、ジョブの投入元であ
るコンピュータ１０１で動作する印刷用アプリケーション側で指定される。該指定はＰＤ
Ｌプリント機能プログラム６０７又はＪＤＦ機能プログラム６０４等が処理する対象であ
るジョブデータの設定属性に反映され、ＰＤＬプリント機能プログラム６０７又はＪＤＦ
機能プログラム６０４が該設定属性に基づき処理の切り替えを実施する。
【００７４】
　以下では、コントローラ部２０５の動作を説明する場合に、その動作のためにコントロ
ーラ部２０５が上記のどのコンピュータプログラムを実行したのかについては逐一触れな
い場合がある。しかし上記の各コンピュータプログラムの機能の説明から、以下でコント
ローラ部２０５が行うものとして説明する動作が、上記のどのコンピュータプログラムを
実行したことでなされたのかについては、当業者であれば明らかと成るであろう。
【００７５】
　次に、コントローラ部２０５が上記のコピー機能プログラム６０５を実行したことによ
って操作部２０４の表示画面上に表示される画面群について、図７～１０を用いて説明す
る。なお、図７～１０に示した画面の表示制御や、この画面を介して入力した様々な指示
や情報の記録、管理は全て、コントローラ部２０５がコピー機能プログラム６０５を実行
することでなされる。
【００７６】
　先ず、メインのコピー画面について、図７を用いて説明する。図７に示したメインのコ
ピー画面は、コピーに係る様々な設定を行うためのＧＵＩ（グラフィカルユーザインター
フェース）７００である。ユーザは操作部２０４が有する表示画面上に表示されたＧＵＩ
７００上の対応する箇所をタッチしたりハードキーを操作したりすることで、コピーに係
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る様々な設定を行うことができる。
【００７７】
　ボタン７０２は、コピーで使用するシート（用紙）を選択するために指示するボタンで
あり、オペレータがボタン７０２にタッチすると、操作部２０４の表示画面は、ＧＵＩ７
００から図１０のＧＵＩ１０００に切り替わる。図１０のＧＵＩ１０００について後述す
る。
【００７８】
　仕上げボタン７０１は、コピー機能により画像や文字が印刷されたシートに対して行う
後処理（仕上げの処理）を選択するために指示するボタンである。仕上げ処理とは、上記
の針綴じ、針無綴じ、製本加工処理、パンチ処理等の成果物加工処理全般を指す。以下で
は、仕上げ処理として針綴じ、針無綴じ、の何れかを選択する場合について説明する。然
るにオペレータが仕上げボタン７０１にタッチすると、操作部２０４の表示画面は、ＧＵ
Ｉ７００から図８のＧＵＩ８００に切り替わる。
【００７９】
　図８のＧＵＩ８００においてボタン８０１は、仕上げ処理として針綴じを選択し且つ針
綴じの位置としてシートのコーナーを指定するためのボタンである。アイコン８０２ａは
、シートのコーナーに針綴じを行った状態を表したものである。
【００８０】
　ボタン８０３は、仕上げ処理として針綴じを選択し且つ針綴じの位置としてシートの左
端の２カ所（ダブル）を指定するためのボタンである。アイコン８０２ｂは、シートの左
端の２カ所に針綴じを行った状態を表したものである。
【００８１】
　ボタン８０４は、仕上げ処理として針無綴じを指定するためのボタンである。アイコン
８０２ｃは、シートに対して針無綴じを行った状態を表したものである。
【００８２】
　図８では、ボタン８０１が他のボタン８０３，８０４と比べて白黒判定して表示されて
おり、これはボタン８０１が指定されていることを表している。
【００８３】
　ＧＵＩ８００においてユーザがボタン８０７にタッチすると、コントローラ部２０５は
、ＧＵＩ８００において指定したボタンに応じた設定内容をＨＤＤ２０９に格納する。例
えば、ボタン８０１やボタン８０３を指定した後でボタン８０７を指定した場合には、針
綴じ装置２５４用の設定がＨＤＤ２０９に格納される。一方、ボタン８０４を指定した後
でボタン８０７を指定した場合には、針無綴じ装置２５３用の設定がＨＤＤ２０９に格納
される。
【００８４】
　一方、オペレータがボタン８０５をタッチすると、コントローラ部２０５は、ＧＵＩ８
００を用いて設定した内容は破棄して、操作部２０４の表示画面をＧＵＩ８００からＧＵ
Ｉ７００に切り替える。
【００８５】
　ここで、オペレータがボタン８０４にタッチする、すなわち、針無綴じを選択すると、
コントローラ部２０５は、メディア管理部２１１がＨＤＤ２０９内で管理する「針無しの
綴じ処理に好適なシートに関する情報」を取得する。この情報は、針無綴じ処理に好適な
実行時の条件及び設定に関する情報でもある。そしてコントローラ部２０５は、図９に示
す如く、この取得した情報に基づくメッセージ８０８を表示する。
【００８６】
　図９では、メッセージ８０８として、針無綴じに好適なシートのサイズに関する情報、
針無綴じに好適なシートの上限枚数に関する情報、を表示している。もちろん、針無しの
綴じ処理に好適なシートに関する情報は図９に示した情報に限るものではなく、様々な情
報が考え得る。例えば、シートの種別や坪量などが挙げられる。または、前述した組み合
わせ等の複雑な条件や情報についても提示対象の情報となりうる。
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【００８７】
　図９に示した状態、即ち、ボタン８０４が選択状態にあり且つメッセージ８０８が表示
されている状態でボタン８０１やボタン８０３が指定されると、ボタン８０４の選択状態
は解除され、メッセージ８０８は消去される（非表示）。そして指定されたボタンが選択
状態となる。
【００８８】
　このように、オペレータが後処理として針無綴じを選択すると、操作部２０４の表示画
面には針無綴じに好適なシートに関する情報が表示されるので、針無綴じ機能の利便性を
損なうことなく、利用効率を向上させる環境をオペレータに提供することができる。
【００８９】
　上記の通り、オペレータがボタン７０２にタッチすると、操作部２０４の表示画面は、
ＧＵＩ７００から図１０のＧＵＩに切り替わる。図１０のＧＵＩ１０００において、ボタ
ン１００１は自動選択用のボタンで、コピージョブにおいて処理されるシートのサイズに
応じて出力時に利用するシートサイズを対応づけて自動的に決定する用紙選択モードを指
定するためのボタンである。図１０では、このボタン１００１が選択状態となっている。
【００９０】
　領域１００２内には、給紙部２２０にセットされているシートに関する情報が一覧表示
されており、図１０では、給紙部２２０が有するそれぞれの給紙部の番号１００３、シー
ト残量１００４、シートサイズ１００５、シート名称１００６が一覧表示されている。オ
ペレータは、領域１００２において、対応するトレイの列をタッチすると、該トレイに対
応する列のシートが、印刷に使用するシートとして選択される。この場合、ボタン１００
１の選択状態は解除される。なお、領域１００２内に表示されている情報は、メディア管
理部２１１がＨＤＤ２０９内で管理している情報である。然るに、この情報をメディア管
理部２１１がＨＤＤ２０９から取得し、コントローラ部２０５に渡すことで、コントロー
ラ部２０５はこの情報を領域１００２内に一覧表示することができる。
【００９１】
　そしてオペレータがボタン１００７にタッチすると、ＧＵＩ１０００において設定した
内容（選択したシート）がＨＤＤ２０９に登録される。この設定は、実際の印刷時にシー
トを決定する際に使用される。
【００９２】
　次に、コントローラ部２０５が上記のコピー機能プログラム６０５を実行したことによ
ってなされる処理について、同処理のフローチャートを示す図１１、１２を用いて説明す
る。なお、図１１のフローチャートに従った処理を開始する時点で、操作部２０４の表示
画面には、図７のＧＵＩ７００が表示されているものとする。
【００９３】
　ステップＳ１１０１では、コントローラ部２０５は、操作部２０４を介したオペレータ
からの指示入力を待機する。そして操作部２０４を介して指示入力を検知した場合には、
処理はステップＳ１１０２に進む。
【００９４】
　ステップＳ１１０２では、コントローラ部２０５は、ボタン７０２が指定されたか否か
、即ち、用紙選択を行う旨の指示入力を検知したか否かを判断する。この判断の結果、ボ
タン７０２が指定された場合には、処理はステップＳ１１０５に進み、指定されていない
場合には、処理はステップＳ１１０３に進む。
【００９５】
　ステップＳ１１０５では、コントローラ部２０５は、ＧＵＩ７００の代わりに図１０の
ＧＵＩ１０００を操作部２０４の表示画面に表示し、領域１００２やボタン１００１、１
００７に対する操作を受け付ける。そしてコントローラ部２０５は、ボタン１００７がタ
ッチされたことを検知すると、ＧＵＩ１０００を用いて設定された内容をＨＤＤ２０９に
登録すると共に、ＧＵＩ１０００の代わりにＧＵＩ７００を操作部２０４の表示画面に表
示する。そして処理はステップＳ１１０１に戻る。
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【００９６】
　一方、ステップＳ１１０３では、コントローラ部２０５は、ＧＵＩ７００においてボタ
ン７０１が指定されたか否かを判断する。この判断の結果、ボタン７０１が指定された場
合には、処理はステップＳ１１０６に進み、指定されていない場合には、処理はステップ
Ｓ１１０４に進む。
【００９７】
　ステップＳ１１０６では、コントローラ部２０５は、ＧＵＩ７００の代わりに図８のＧ
ＵＩ８００を操作部２０４の表示画面に表示し、ＧＵＩ８００に対するオペレータからの
操作を受け付け、該操作に応じた処理を実行する。ステップＳ１１０６における処理の詳
細については、図１２を用いて後述する。
【００９８】
　一方、ステップＳ１１０４では、コントローラ部２０５は、操作部２０４が有する不図
示のコピー開始ボタンが指示されたか否を判断する。この判断の結果、指示された場合に
は、処理はステップＳ１１０７に進み、指示されていない場合には、処理はステップＳ１
１０８に進む。
【００９９】
　ステップＳ１１０７では、コントローラ部２０５は、本ステップまでにＧＵＩ等を介し
て設定されたコピー設定に応じてコピー機能を実行し、これにより、コピージョブを実行
する。その際、必要に応じて、シート処理装置２５０に対して後処理を実行させる。
【０１００】
　ステップＳ１１０８では、コントローラ部２０５は、ＧＵＩ７００に対するオペレータ
からの操作に応じた処理を実行する。そして処理はステップＳ１１０１に戻る。もちろん
、ＧＵＩ７００に対するオペレータからの操作が無かった場合には、本ステップでは何も
処理は実行せず、そのまま処理はステップＳ１１０１に戻る。
【０１０１】
　次に、上記のステップＳ１１０６における処理の詳細について、図１２のフローチャー
トを用いて説明する。
【０１０２】
　ステップＳ１２０１では、コントローラ部２０５は、ＧＵＩ７００の代わりに図８のＧ
ＵＩ８００を操作部２０４の表示画面上に表示する。
【０１０３】
　ステップＳ１２０２では、コントローラ部２０５は、ボタン８０１，８０３，８０４の
うちデフォルトで選択状態にするボタン（デフォルトの綴じ種）を決定し、該決定したボ
タンを選択状態にし、該決定したボタン以外のボタンを非選択状態にする。
【０１０４】
　ステップＳ１２０３では、コントローラ部２０５は、操作部２０４の表示画面に対する
オペレータからの指示入力を待機する。そして操作部２０４を介して指示入力を検知した
場合には、処理はステップＳ１２０４に進む。
【０１０５】
　ステップＳ１２０４では、コントローラ部２０５は、ボタン８０４が指示されたか否か
を判断する。この判断の結果、ボタン８０４が指示された場合には、処理はステップＳ１
２０５に進み、指示されていない場合には、処理はステップＳ１２０８に進む。
【０１０６】
　ステップＳ１２０５では、コントローラ部２０５は、針無しの綴じ処理に好適なシート
に関する情報に基づくメッセージを操作部２０４の表示画面上に表示中であるか否かを判
断する。この判断の結果、表示中である場合には、処理はステップＳ１２０７に進み、表
示中ではない場合には、処理はステップＳ１２０６に進む。
【０１０７】
　ステップＳ１２０６では、コントローラ部２０５は、メディア管理部２１１がＨＤＤ２
０９内で管理する「針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報」を取得する。この取
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得に際し、メディア管理部２１１は、「針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報」
をＨＤＤ２０９から読み出してコントローラ部２０５に対して供給する。なお、コピー機
能プログラム６０５を実行した場合、メディア管理部２１１がＨＤＤ２０９内で管理する
「針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報」を取得したりする場合において、メデ
ィア管理プログラム６１０を適宜呼び出すことになる。そしてコントローラ部２０５は、
図９に示す如く、この取得した情報に基づくメッセージ８０８を表示する。
【０１０８】
　ステップＳ１２０７では、コントローラ部２０５は、後処理として針無綴じを設定する
。この設定は最終的な設定ではなく、仮の設定であり、オペレータがボタン８０７を指示
したときに選択状態となっているボタンに対応する設定が最終的な設定である。そしてス
テップＳ１２０７の処理が完了すると、処理はステップＳ１２０３に戻る。
【０１０９】
　一方、ステップＳ１２０８では、コントローラ部２０５は、ボタン８０１若しくはボタ
ン８０３が指示されたか否か、即ち、コーナー若しくはダブルの設定で針綴じが指定され
たか否かを判断する。この判断の結果、ボタン８０１若しくはボタン８０３が指示された
場合には、処理はステップＳ１２０９に進み、何れも指定されていない場合には、処理は
ステップＳ１２１２に進む。
【０１１０】
　ステップＳ１２０９では、コントローラ部２０５は、針無しの綴じ処理に好適なシート
に関する情報に基づくメッセージを操作部２０４の表示画面上に表示中であるか否かを判
断する。この判断の結果、表示中である場合には、処理はステップＳ１２１０に進み、表
示中ではない場合には、処理はステップＳ１２１１に進む。
【０１１１】
　ステップＳ１２１０では、コントローラ部２０５は、針無しの綴じ処理に好適なシート
に関する情報に基づくメッセージを操作部２０４の表示画面から消去してこのメッセージ
を非表示にする。
【０１１２】
　ステップＳ１２１１では、コントローラ部２０５は、ボタン８０１が指示されている場
合には、仕上げ処理として針綴じを選択し且つ針綴じの位置としてシートのコーナーを指
定する。一方、コントローラ部２０５は、ボタン８０３が指示されている場合には、仕上
げ処理として針綴じを選択し且つ針綴じの位置としてシートの左端の２カ所（ダブル）を
指定する。そしてステップＳ１２１１における処理が完了すると、処理はステップＳ１２
０３に戻る。
【０１１３】
　一方、ステップＳ１２１２では、コントローラ部２０５は、図８のＧＵＩ８００におい
てボタン８０７が指示されたか否かを判断する。この判断の結果、指示された場合には、
処理はステップＳ１２１３に進み、指示されていない場合には、処理はステップＳ１２１
４に進む。
【０１１４】
　ステップＳ１２１３では、コントローラ部２０５は、図８のＧＵＩ８００を用いて設定
された内容を、ＨＤＤ２０９に登録する。具体的には、ボタン８０１やボタン８０３を選
択した後でボタン８０７が指定された場合には、針綴じ装置２５４用の設定がＨＤＤ２０
９に格納される。一方、ボタン８０４を選択した後でボタン８０７が指定された場合には
、針無綴じ装置２５３用の設定がＨＤＤ２０９に格納される。このようにして、仕上げの
設定をコピージョブにおいて印刷時に適用されるべき綴じ種のモードとして設定する。こ
の設定は再び仕上げ設定が再度実施されない限り、コピージョブの設定として記憶される
。
【０１１５】
　一方、ステップＳ１２１４では、コントローラ部２０５は、ボタン８０５が指示された
か否かを判断する。この判断の結果、指示された場合には、処理はステップＳ１２１５に
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進み、指示されていない場合には、処理はステップＳ１２１６に進む。
【０１１６】
　ステップＳ１２１５では、コントローラ部２０５は、ＧＵＩ８００を用いて設定した内
容は破棄する。
【０１１７】
　一方、ステップＳ１２１６では、コントローラ部２０５は、ＧＵＩ８００の代わりに図
７のＧＵＩ７００を操作部２０４の表示画面上に表示する。
【０１１８】
　［第２の実施形態］
　本実施形態では、針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報に基づくメッセージの
表示形態が第１の実施形態と異なる。本実施形態では、図９に示したメッセージ８０８よ
りも多い情報量のメッセージを表示したい場合を想定する。例えば、図９においては、シ
ートのサイズ及び最大枚数に関する情報は提供されているものの、複合機２００で利用可
能なシート種に関する情報は提供されていない。また、場合によってはシートの坪量や表
面特性等の情報も針無綴じを利用したいユーザにとっては有益だと考えられる。本実施形
態ではこのような状況を想定し、第１の実施形態よりも効率よく豊富な情報を提示する。
なお、以下では第１の実施形態との差分について重点的に説明し、以下で特に触れない限
りは、第１の実施形態と同様であるものとする。
【０１１９】
　本実施形態では、オペレータが図８のＧＵＩ８００においてボタン８０４を指示すると
、操作部２０４の表示画面上には図１３に示す如くメッセージ１３０８が表示される。図
１３ではボタン８０４が選択状態となっているので反転表示されており、メッセージ１３
０８内には、針無綴じに使用可能なシートには制限があることが記されているのみで、シ
ートに関する具体的な情報は表示されず、代わりにボタン１３０９が表示される。
【０１２０】
　ここで、オペレータがボタン１３０９を指示すると、ＧＵＩ１３００の代わりに図１４
のＧＵＩ１４００が操作部２０４の表示画面上に表示される。なお、ボタン１３０９を指
示せずとも図１４のＧＵＩ１４００を表示しても構わず、例えば、メッセージ１３０８を
表示してから一定時間の経過後に図１４のＧＵＩ１４００を表示するようにしても構わな
い。
【０１２１】
　領域１４０１内には、針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報が一覧表示されて
おり、その表示情報量は第１の実施形態よりも多い。オペレータがボタン１３０９にタッ
チすると、コントローラ部２０５は、メディア管理部２１１がＨＤＤ２０９内で管理する
「針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報」を取得する。そしてコントローラ部２
０５は、図１４に示す如く、この取得した情報を領域１４０１内に表示する。
【０１２２】
　領域１４０１内に表示されている情報は、シート名称１４０２、シート種１４０３、シ
ートサイズ１４０４、坪量１４０５、綴じ可能枚数１４０６である。特に綴じ可能枚数は
、シート種や坪量等に応じて上限枚数が異なる。第１の実施形態では図９に示す如く、最
大枚数としか情報提供が出来ていないが、本実施形態では、シートの種別毎に針無綴じ可
能な最大枚数を個別に表示することができる。従って、針無綴じに好適なシートに関する
、より詳細かつ多くの情報をユーザに提供することができる。
【０１２３】
　メディア管理部２１１がＨＤＤ２０９内で管理する「針無しの綴じ処理に好適なシート
に関する情報」が領域１４０１内に収まらない場合、オペレータは上下ボタン１４０７を
タッチすることで領域１４０１内の情報を上下にスクロールさせることができる。
【０１２４】
　また、オペレータがボタン１４０８を指示すると、コントローラ部２０５は、ＧＵＩ１
４００の代わりに図１３のＧＵＩ１３００を操作部２０４の表示画面上に表示する。
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【０１２５】
　本実施形態でも第１の実施形態と同様、コントローラ部２０５がコピー機能プログラム
６０５を実行することで図１１及び１２のフローチャートに従った処理を実行する。しか
し、本実施形態では更に、ステップＳ１２０６とステップＳ１２０７との間で図１５のフ
ローチャートに従った処理を実行する。
【０１２６】
　また、本実施形態では、ステップＳ１２０６では、コントローラ部２０５は、図９に例
示したメッセージ８０８ではなく、図１３に例示したメッセージ１３０８を操作部２０４
の表示画面上に表示する。そしてこのメッセージ１３０８においてボタン１３０９が指示
されると、処理はステップＳ１５０１に進む。
【０１２７】
　ステップＳ１５０１では、コントローラ部２０５は、メディア管理部２１１に対し、メ
ディア管理部２１１がＨＤＤ２０９内で管理する「針無しの綴じ処理に好適なシートに関
する情報」の取得要求を送出する。
【０１２８】
　ステップＳ１５０２では、メディア管理部２１１は、コントローラ部２０５から要求さ
れた「針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報」をＨＤＤ２０９から読み出してコ
ントローラ部２０５に対して送出する。これによりコントローラ部２０５は、「針無しの
綴じ処理に好適なシートに関する情報」をメディア管理部２１１から取得することができ
る。
【０１２９】
　ステップＳ１５０３では、コントローラ部２０５は、ステップＳ１５０２でメディア管
理部２１１から取得した情報が領域１４０１内に一覧表示されているＧＵＩ１４００を操
作部２０４の表示画面上に表示させる。
【０１３０】
　ステップＳ１５０４では、コントローラ部２０５は、ボタン１４０８が指示されるまで
待機し、ボタン１４０８が指示されると、ＧＵＩ１４００の代わりに図１３のＧＵＩ１３
００を操作部２０４の表示画面上に表示する。そして処理は、ステップＳ１２０７に進む
。
【０１３１】
　［第３の実施形態］
　第２の実施形態で説明した図１４のＧＵＩ１４００では、針無しの綴じ処理に好適なシ
ートに関する情報を一覧表示するだけであった。本実施形態では、このような情報を一覧
表示するだけでなく、一覧表示した情報のうち所望のシートに係る情報を選択可能とする
。
【０１３２】
　以下では、第２の実施形態との差分について重点的に説明し、以下で特に触れない限り
は、第２の実施形態と同様であるものとする。本実施形態では、図１４のＧＵＩ１４００
の代わりに図１６のＧＵＩ１６００を表示する点が、第２の実施形態と異なる。
【０１３３】
　領域１４０１内には第２の実施形態と同様、針無しの綴じ処理に好適なシートに関する
情報が一覧表示されているが、本実施形態では、領域１４０１内で所望のシートに関する
情報が表示されている行が選択可能である。然るにオペレータは、所望のシートに関する
情報の行をタッチすることで、該所望のシートを、コピー時に使用するシートとして指定
することができる。図１６では領域１４０１内で上から３行目の行（行１６０２）が指定
されており、シート名が「薄紙２（５２～６３ｇ／ｍ２）」であるシートがコピー時に使
用するシーとして指定されている。
【０１３４】
　オペレータがボタン１６０３を指示すると、コントローラ部２０５は、図１６のＧＵＩ
１６００において設定した内容（コピー時に使用するシートとして選択したシート）を破
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棄する。そしてコントローラ部２０５は、ＧＵＩ１６００の代わりに図１３のＧＵＩ１３
００を操作部２０４の表示画面上に表示する。
【０１３５】
　一方、オペレータがボタン１６０４を指示すると、コントローラ部２０５は、図１６の
ＧＵＩ１６００において設定した内容（コピー時に使用するシートとして選択したシート
）を、コピー時のシート設定としてＨＤＤ２０９に登録する。そしてコントローラ部２０
５は、ＧＵＩ１６００の代わりに図１３のＧＵＩ１３００を操作部２０４の表示画面上に
表示する。
【０１３６】
　なお、図１６のＧＵＩ１６００を用いて指定したシートが給紙部２２０にセットされて
いる場合には何等問題はない。しかし、図１６のＧＵＩ１６００を用いて指定したシート
が給紙部２２０にセットされていない場合には、該シートを給紙部２２０に補給しない限
りコピージョブを実行することができない。その場合には、ＧＵＩ１６００において選択
したシートを給紙部２２０に補給するよう、オペレータに促すためのメッセージを操作部
２０４の表示画面上に表示する。
【０１３７】
　本実施形態でも第１の実施形態と同様、コントローラ部２０５がコピー機能プログラム
６０５を実行することで図１１及び１２のフローチャートに従った処理を実行する。しか
し、本実施形態では更に、ステップＳ１２０６とステップＳ１２０７との間で図１７のフ
ローチャートに従った処理を実行する。
【０１３８】
　また、本実施形態では、ステップＳ１２０６では、コントローラ部２０５は、図９に例
示したメッセージ８０８ではなく、図１３に例示したメッセージ１３０８を操作部２０４
の表示画面上に表示する。そしてこのメッセージ１３０８においてボタン１３０９が指示
されると、処理はステップＳ１７０１に進む。
【０１３９】
　また、ステップＳ１７０１～Ｓ１７０２の各ステップにおける処理はそれぞれ、上記の
ステップＳ１５０１～Ｓ１５０２における処理と同様であるため、これらのステップに係
る説明は省略する。
【０１４０】
　ステップＳ１７０３では、コントローラ部２０５は、ステップＳ１７０２でメディア管
理部２１１から取得した情報が領域１４０１内に一覧表示されているＧＵＩ１６００を操
作部２０４の表示画面上に表示させる。
【０１４１】
　ステップＳ１７０４では、コントローラ部２０５は、ＧＵＩ１６００に対する指示入力
があるまで待機する。そして、ＧＵＩ１６００に対する指示入力があれば、処理はステッ
プＳ１７０５に進む。
【０１４２】
　ステップＳ１７０５では、コントローラ部２０５は、領域１４０１内の何れかの行に対
してオペレータからのタッチ操作があったか否か、即ち、領域１４０１内に表示されてい
る各行の情報のうち何れかの行の情報が選択されたか否かを判断する。この判断の結果、
選択された場合には処理はステップＳ１７０６に進み、選択されていない場合には、処理
はステップＳ１７０７に進む。
【０１４３】
　ステップＳ１７０６では、コントローラ部２０５は、選択された行を選択状態にして表
示する。選択状態にある行の表示方法については特定の方法に限るものではない。例えば
、ハイライト表示させても良いし、反転表示させても良い。ステップＳ１７０６における
処理の完了後、処理はステップＳ１７０４に戻る。
【０１４４】
　一方、ステップＳ１７０７では、コントローラ部２０５は、ボタン１６０３が指示され
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たか否かを判断する。この判断の結果、ボタン１６０３が指示された場合には、コントロ
ーラ部２０５は、ＧＵＩ１６００において設定した内容を破棄し、ＧＵＩ１６００の代わ
りに図１３のＧＵＩ１３００を操作部２０４の表示画面上に表示し、処理はステップＳ１
２０７に進む。一方、この判断の結果、ボタン１６０３が指示されていない場合には、処
理はステップＳ１７０８に進む。
【０１４５】
　ステップＳ１７０８では、コントローラ部２０５は、ボタン１６０４が指示されたか否
かを判断する。この判断の結果、ボタン１６０４が指示された場合には、処理はステップ
Ｓ１７０９に進み、指示されていない場合には、処理はステップＳ１７１０に進む。
【０１４６】
　ステップＳ１７０９では、コントローラ部２０５は、領域１４０１内で何れかの行が選
択状態にあるか否かを判断する。この判断の結果、何れかの行が選択状態にある場合には
、処理はステップＳ１７１１に進む。一方、何れの行も選択状態にはない場合には、コン
トローラ部２０５は、ＧＵＩ１６００において設定した内容を破棄し、ＧＵＩ１６００の
代わりに図１３のＧＵＩ１３００を操作部２０４の表示画面上に表示し、処理はステップ
Ｓ１２０７に進む。
【０１４７】
　一方、ステップＳ１７１１では、コントローラ部２０５は、領域１４０１内で選択状態
にある行に対応するシートが、コピー時に使用するシートである旨をコピー設定としてＨ
ＤＤ２０９に登録する。そしてコントローラ部２０５は、ＧＵＩ１６００の代わりに図１
３のＧＵＩ１３００を操作部２０４の表示画面上に表示し、処理はステップＳ１２０７に
進む。
【０１４８】
　一方、ステップＳ１７１０では、コントローラ部２０５は、上下のスクロール用ボタン
など、他のボタンが指示された場合にはそのボタンに応じた処理を行い、その後、処理は
ステップＳ１７０４に戻る。なお、別段何もボタンが指示されていない場合には処理は行
わず、処理はステップＳ１７０４に戻る。
【０１４９】
　［第４の実施形態］
　第１の実施形態では、針無綴じを指示した場合、即ちボタン８０４を指示した場合に、
針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報に基づくメッセージを表示した。本実施形
態では、ボタン８０４に対する指示にかかわらず、針無しの綴じ処理に好適なシートに関
する情報に基づくメッセージを表示する。
【０１５０】
　以下では第１の実施形態との差分について重点的に説明し、以下で特に触れない限りは
第１の実施形態と同様であるものとする。第１の実施形態では、ＧＵＩ７００においてボ
タン７０１が指示された場合に、ＧＵＩ８００を表示し、ＧＵＩ８００においてボタン８
０４が指示された場合に、図９に示す如く、針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情
報に基づくメッセージを表示した。本実施形態では、ＧＵＩ７００においてボタン７０１
が指示された場合に、図１８に示すＧＵＩ１８００を表示する。
【０１５１】
　ＧＵＩ１８００では、デフォルトの綴じ種としてボタン８０１が指定されているので、
ボタン８０１が選択状態にある。また、ＧＵＩ１８００では、針無しの綴じ処理に好適な
シートに関する情報に基づくメッセージ８０８を表示している。このように、本実施形態
では、オペレータが針無綴じを指定していなくても、針無しの綴じ処理に好適なシートに
関する情報をオペレータに通知する。
【０１５２】
　上記の通り、針無綴じは針綴じと比較し、好適なシートに関する制限事項が多い。従っ
て、ボタン８０１及びボタン８０３と同列にボタン８０４を表示すると、あたかも好適シ
ートに関して同列であるかの如く誤解を招く恐れがある。針無綴じを選択した途端に、好
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適シートの情報提供を実施するよりも、仕上げ処理の選択初期段階において、好適条件の
厳しい情報を予め提供しておくことは利便性の観点から効果がある。
【０１５３】
　［第５の実施形態］
　以下では第１の実施形態との差分について重点的に説明し、以下で特に触れない限りは
第１の実施形態と同様であるものとする。
【０１５４】
　図１０のＧＵＩ１０００では、４番目の給紙トレイに、ユーザ定義サイズという、針無
綴じに好適でないサイズのシートが収容されていることが示されている。換言すれば、図
１０のＧＵＩ１０００が表示されている状態にある複合機２００では、選択した用紙によ
っては針無綴じが適用できない（４番目の給紙トレイが指定されると針無綴じが適用でき
ない）。このような場合において図９のメッセージ８０８の提示は、オペレータに有益な
ものであり、またミス防止、不正成果物の作成抑制の効果が得られる。
【０１５５】
　一方で、図１０のＧＵＩ１０００ではなく、図１９のＧＵＩ１９００が表示されたとす
る。図１９のＧＵＩ１９００が表示されている状態にある複合機２００では、何れの給紙
トレイにも、針無綴じを適用することができるシートが収容されている。このような場合
、どのシートを選択したとしても、針無綴じは適用することができるので、図９のメッセ
ージ８０８の提示は省略したとしても、オペレータにとって不利益を被る可能性は低い。
【０１５６】
　然るにこのような場合、図８のＧＵＩ８００においてボタン８０４が指示されたとして
も、図２０のＧＵＩ２０００に示す如く、ボタン８０４は選択状態にあるものの、メッセ
ージ８０８の表示は省略しても構わない。
【０１５７】
　本実施形態では、ステップＳ１２０６において図２１のフローチャートに従った処理を
実行する点が第１の実施形態と異なる。即ち、ステップＳ１２０６を除けば、本実施形態
でも第１の実施形態と同様、コントローラ部２０５がコピー機能プログラム６０５を実行
することで図１１及び１２のフローチャートに従った処理を実行する。
【０１５８】
　ステップＳ２１０１では、コントローラ部２０５は、メディア管理部２１１に問い合わ
せて、給紙部２２０にセットされている全てのシートに関する情報を取得させる。
【０１５９】
　ステップＳ２１０２では、コントローラ部２０５は、メディア管理部２１１に対し、給
紙部２２０にセットされている全てのシートが針無しの綴じ処理に好適なシートであるか
否かを問い合わせる。然るにメディア管理部２１１は、ステップＳ２１０１で取得させた
情報を用いて、給紙部２２０にセットされている全てのシートが針無しの綴じ処理に好適
なシートであるか否かを判断し、その判断結果をコントローラ部２０５に対して送出する
。
【０１６０】
　例えば、メディア管理部２１１は、用紙サイズに着目し、給紙部２２０にセットされて
いる全てのシートのサイズが、針無しの綴じ処理に好適なシートのサイズとして予め定め
られているサイズと一致するか否かを判断する。そしてメディア管理部２１１は、一致す
ると判断した場合には、給紙部２２０にセットされている全てのシートが針無しの綴じ処
理に好適なシートである旨をコントローラ部２０５に対して送出する。一方、給紙部２２
０にセットされている何れかのシートのサイズが、針無しの綴じ処理に好適なシートのサ
イズとして予め定められているサイズと一致しない場合には、その旨をコントローラ部２
０５に対して送出する。もちろん、他の項目に着目しても、処理の実質的な内容は同じで
ある。
【０１６１】
　給紙部２２０にセットされている全てのシートが針無しの綴じ処理に好適なシートであ
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る場合には、処理はステップＳ２１０３を介してステップＳ１２０７に進む。一方、給紙
部２２０にセットされているシートのうち１つでも針無しの綴じ処理に好適なシートでは
ない場合には、処理はステップＳ２１０３を介してステップＳ２１０４に進む。
【０１６２】
　ステップＳ２１０４では、コントローラ部２０５は、メディア管理部２１１がＨＤＤ２
０９内で管理する「針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報」を取得する。そして
コントローラ部２０５は、図９に示す如く、この取得した情報に基づくメッセージ８０８
を表示する。
【０１６３】
　［第６の実施形態］
　第１～５の実施形態で説明した処理は何れも複合機２００が行うものとして説明した。
しかし、このような処理は、コンピュータ１０１側で行っても構わない。即ちコンピュー
タ１０１及び複合機２００は何れも、印刷済みのシートに対する後処理として針無しの綴
じ処理が指定された場合、該針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報として予め設
定されている情報を画面上に表示する情報処理装置に適用可能である。コンピュータ１０
１のハードウェア構成例について、図２２のブロック図を用いて説明する。
【０１６４】
　ＣＰＵ２２０１は、ＲＡＭ２２０２やＲＯＭ２２０３（フォントＲＯＭ、データＲＯＭ
を有するＲＯＭ）に格納されているコンピュータプログラムやデータを用いて処理を実行
する。これによりＣＰＵ２２０１は、コンピュータ１０１全体の動作制御を行うと共に、
コンピュータ１０１が行うものとして説明する各処理を実行する。
【０１６５】
　ＲＡＭ２２０２は、ＲＯＭ２２０３やＨＤＤ２２１１からロードされたコンピュータプ
ログラムやデータを格納するためのエリアを有する。更にＲＡＭ２２０２は、ＮＣ（ネッ
トワークコントローラ）２２１２を介して複合機２００等の外部機器から受信したデータ
を格納するためのエリアを有する。更にＲＡＭ２２０２は、ＣＰＵ２２０１が各種の処理
を実行する際に用いるワークエリアを有する。このようにＲＡＭ２２０２は、各種のエリ
アを適宜提供することができる。
【０１６６】
　ＲＯＭ２２０３は、フォントＲＯＭやデータＲＯＭを有しており、それぞれはフォント
データやコンピュータ１０１の設定データ等を格納している。また、ＲＯＭ２２０３には
、ブートプログラムなどの他の不揮発性のデータも格納されている。
【０１６７】
　ＫＢＣ２２０５はキーボードコントローラで、ＫＢＣ２２０５にはＫＢ（キーボード）
２２０９が接続されている。コンピュータ１０１のユーザはＫＢ２２０９を操作すること
で各種の指示をＫＢＣ２２０５を介してＣＰＵ２２０１に対して入力することができる。
【０１６８】
　ＣＲＴＣ２２０６はＣＲＴコントローラで、ＣＲＴＣ２２０６にはＣＲＴ２２１０が接
続されている。ＣＲＴ２２１０は、ＣＰＵ２２０１による処理結果を画像や文字などでも
って表示することができる表示装置である。
【０１６９】
　ＤＫＣ２２０７はディスクコントローラで、ＤＫＣ２２０７にはＨＤＤ２２１１が接続
されている。ＨＤＤ２２１１には、ＯＳ（オペレーティングシステム）や、コンピュータ
１０１が行うものとして説明する各処理をＣＰＵ２２０１に実行させるためのコンピュー
タプログラムやデータが保存されている。このコンピュータプログラムには、複合機２０
０のドライバソフトウェアも含まれている。ＨＤＤ２２１１に保存されているコンピュー
タプログラムやデータは、ＣＰＵ２２０１による制御に従って適宜ＲＡＭ２２０２にロー
ドされ、ＣＰＵ２２０１による処理対象となる。
【０１７０】
　ＮＣ２２１２は、ネットワーク１００を介して複合機２００との間のデータ通信を行う
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ためのものである。ＣＰＵ２２０１、ＲＡＭ２２０２、ＲＯＭ２２０３、ＫＢＣ２２０５
、ＣＲＴＣ２２０６、ＤＫＣ２２０７、ＮＣ２２１２は何れも、共通のバス２２０４に接
続されている。
【０１７１】
　ＨＤＤ２２１１に保存されているコンピュータプログラムに含まれているもののうち、
以下の説明に関連する幾つかのコンピュータプログラムについて、図２３を用いて説明す
る。
【０１７２】
　ブートローダ２３０１およびオペレーティングシステム２３０２はそれぞれ、図６にお
けるブートローダ６０１およびオペレーティングシステム６０２と同様であるので、これ
らに係る説明は省略する。
【０１７３】
　デバイスドライバ２３０３は、コンピュータ１０１に接続される各種ハードウェアを制
御するためのプログラムであり、ＫＢＣ２２０５、ＣＲＴＣ２２０６、ＤＫＣ２２０７等
を制御するためのプログラムも含まれる。
【０１７４】
　印刷アプリケーションプログラム２３０４は、コンピュータ１０１上で動作し、ユーザ
に各種機能やサービスを提供することを目的としたプログラムの総称である。印刷アプリ
ケーションプログラム２３０４は印刷ジョブデータを作成もしくは編集する機能を有する
。また、同様に印刷アプリケーションプログラム２３０４は、該アプリケーションの図示
しない設定画面より設定された各種印刷仕様から対応する印刷設定に変換する機能を持つ
。さらに、該アプリケーションは逆に印刷設定に含まれる設定から対応する印刷アプリケ
ーションプログラム２３０４の設定画面の表示項目を制御するために必要な内部情報に変
換することも可能である。さらに、印刷アプリケーションプログラム２３０４は、ＨＤＤ
２２１１内に保存されている印刷設定ファイルを選択し、印刷ジョブデータを作成する機
能も有する。該印刷アプリケーションプログラム２３０４は印刷設定として、ＰＤＬコマ
ンド形式若しくはＪＤＦ形式に変換し、印刷対象データと合成して印刷ジョブデータを作
成する能力を有する。
【０１７５】
　ネットワーク制御プログラム２３０５は、印刷アプリケーションプログラム２３０４に
よって作成された印刷ジョブデータをネットワーク１００を介して複合機２００に対して
送信する際に実行されるプログラムである。同プログラムは、印刷ジョブデータの送信、
送信後は複合機２００により実行される印刷ジョブの進捗情報を取得するなどの機能をも
有するよう構成可能である。その他のプログラム２３０７は、上記のいずれにも該当しな
い全てのプログラム群が含まれるが、これについての詳細な説明は省略する。
【０１７６】
　図２４は、ＣＰＵ２２０１が印刷アプリケーションプログラム２３０４を実行すること
でＣＲＴＣ２２０６を制御し、これによりＣＲＴ２２１０に表示される印刷設定画面のう
ち、仕上げに関する設定を含む画面（ＧＵＩ２４００）の一例を示す図である。
【０１７７】
　ユーザがＫＢ２２０９を操作して「排紙方法」に対応するプルダウンメニュー２４０１
を指示すると、プルダウンメニュー２４０１には、排紙方法が一覧表示される。排紙方法
は、図８のＧＵＩ８００に相当するものである。図２４に示す如く、排紙方法の一つとし
て針無綴じが指定可能となっている。図２４では項目として針無綴じが選択されており、
然るにこの項目が反転表示されている。反転表示された状態でこのプルダウンメニュー２
４０１を閉じると、それの項目が排紙方法として選択される。
【０１７８】
　図２４のＧＵＩ２４００において、プルダウンメニュー２４０１で針無綴じを選択して
からプルダウンメニュー２４０１を閉じると、図２５に示す如く、「針無しの綴じ処理に
好適なシートに関する情報」に基づくメッセージウィンドウ２５０２が表示される。この
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【０１７９】
　［変形例］
　以上説明した各実施形態はその一部若しくは全部を適宜組み合わせても構わない。また
、第１～５の実施形態では、処理の実行若しくは制御は、コントローラ部２０５が行うも
のとして説明したが、その処理の一部若しくは全部を、複合機２００とは別筐体の外付け
コントローラ等に実行させても構わない。また、上記の各実施形態において「シート」と
は、紙等の印刷媒体であって、画像や文字の印刷が可能なシート状の媒体であるものとし
ている。
【０１８０】
　また、上記の実施形態では、「針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報」は、予
め作成され、ＨＤＤ２０９に保存されているものとして説明したが、この情報はオペレー
タが適宜編集できるようにしても構わない。例えば、オペレータが操作部２０４の表示画
面上に設けられたボタン若しくはハードキーを操作して、「針無しの綴じ処理に好適なシ
ートに関する情報」の編集指示を入力したとする。このとき、コントローラ部２０５はメ
ディア管理部２１１に対して「針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報」の取得を
要求する。メディア管理部２１１はこの要求に応じて「針無しの綴じ処理に好適なシート
に関する情報」をＨＤＤ２０９から読み出してコントローラ部２０５に対して送出する。
コントローラ部２０５は、メディア管理部２１１から受けた「針無しの綴じ処理に好適な
シートに関する情報」を操作部２０４の表示画面上に表示し、該情報に対するオペレータ
からの編集指示を受け付ける。オペレータは、操作部２０４を操作して１以上の情報を編
集可能である。例えば、シートサイズを変更したり、新たなシートに関する情報を追加し
たりすることができる。そしてオペレータが編集完了の旨の指示を操作部２０４を操作す
ることで入力すると、コントローラ部２０５は、今回編集した内容をＨＤＤ２０９に保存
してある「針無しの綴じ処理に好適なシートに関する情報」に反映させて該情報を更新す
る。
【０１８１】
　このようにして、ＨＤＤ２０９に保存している「針無しの綴じ処理に好適なシートに関
する情報」は適宜編集可能である。なお、編集方法については特定の方法に限るものでは
ないし、編集のタイミングや条件についても特定のタイミング、条件に限るものではない
。
【０１８２】
　（その他の実施例）
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【０１８３】
　２０５：コントローラ部　２０４：操作部
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